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　第３回定例会初日の９月７日、町長から提案された令和２年度城里町決算（７会計）について詳細に
審査するため決算特別委員会が設置されました。
　決算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分の
審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

決算特別委員会での主な 質疑・答弁

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
８
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
の
所
管
分
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

問　
町
税
の
不
納
欠
損
額
が
多

い
が
、
件
数
は
。

答　

不
納
欠
損
の
総
数
５
６
９

件
の
う
ち
、町
民
税
が
73
件
、

固
定
資
産
税
が
３
１
８
件
、

軽
自
動
車
税
が
１
７
８
件
で

す
。

問　
お
試
し
住
宅
の
利
用
者
は
。

答　

平
成
30
年
度
は
２
名
、
令

和
元
年
度
と
令
和
２
年
度
は

延
べ
６
名
で
す
。

問　
不
動
産
売
払
収
入
で
、
払

い
下
げ
た
場
所
と
そ
の
理
由

は
。

答　

下
阿
野
沢
地
内
の
32
・
47

㎡
の
町
所
有
地
を
、
隣
接
す

る
方
が
宅
地
の
一
部
と
し
て

払
い
下
げ
を
希
望
し
た
た
め

払
い
下
げ
し
た
も
の
で
す
。

問　
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
の
た

め
の
補
助
金
の
額
は
。

答　

国
庫
補
助
金
の
循
環
型

社
会
形
成
推
進
交
付
金
は

５
億
８
，
７
２
９
万
８
千
円

で
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
の
交
付
金
合
計

は
９
億
９
，
５
２
８
万
１
千

円
で
す
。

　
問　

町
有
地
の
除
草
経
費
が
、

令
和
元
年
度
と
比
べ
て
多
く

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答　

除
草
費
用
は
令
和
２
年
度

の
方
が
金
額
が
下
が
っ
て
お

り
、
理
由
は
石
塚
の
畜
連
跡

地
が
工
事
中
だ
っ
た
為
に
除

草
の
回
数
を
減
ら
し
た
た
め

で
す
。

問　

令
和
２
年
度
は
公
用
自

動
車
を
５
台
購
入
し
て
い
る

が
、購
入
す
る
際
の
目
安
は
。

答　

公
用
車
を
取
得
し
て
か
ら

20
年
以
上
経
過
し
て
い
る
、

10
万
キ
ロ
以
上
走
行
し
て
い

る
な
ど
の
公
用
車
を
優
先
的

に
廃
車
等
し
て
い
ま
す
。

問　
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
配
っ
て

い
る
、
１
食
２
０
０
円
の
お

弁
当
代
の
歳
入
項
目
は
。

答　

諸
収
入
の
雑
入
と
し
て
、

１
０
６
万
３
千
４
０
０
円
を

歳
入
し
て
い
ま
す
。

問　
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
た
場
所
と
、
内

容
は
。

答　

役
場
の
駐
車
場
、
Ａ
コ
ー

プ
常
北
・
か
つ
ら
、
物
産
セ

ン
タ
ー
山
桜
に
新
聞
・
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

缶
の
４
つ
の
箱
を
設
置
し
た

も
の
で
す
。

問　
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係

る
確
約
書
に
よ
っ
て
、
下
古

内
の
安
渡
地
区
の
方
が
ホ
ロ

ル
の
湯
を
利
用
し
た
際
の
使

用
料
を
還
元
し
て
い
る
が
、

利
用
者
は
入
湯
税
を
支
払
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
全

て
無
料
な
の
か
。

　
　
利
用
者
に
し
か
還
元
さ
れ

て
お
ら
ず
公
平
で
は
な
い
た

め
、
迷
惑
を
か
け
て
い
る
安

渡
地
区
に
対
し
て
迷
惑
料
等

と
し
て
支
払
っ
た
方
が
、
地

域
の
方
も
よ
い
の
で
は
。

答　

や
ま
ゆ
り
荘
を
廃
止
す
る

際
に
安
渡
地
区
と
協
定
を
結

ん
だ
経
緯
が
あ
り
、
ホ
ロ
ル

の
湯
の
使
用
料
は
全
て
無
料

で
す
。

　

今
後
内
容
を
再
考
し
ま
す
。

総務民生常任委員会の審議状況

歳　

入

歳　

出
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問　

消
防
事
務
委
託
に
つ
い

て
、
令
和
元
年
度
と
比
べ
て

火
災
件
数
と
救
急
件
数
は
増

え
て
い
る
の
か
。

答　

火
災
・
救
急
件
数
は

８
６
８
件
で
元
年
度
よ
り

１
１
３
件
減
っ
て
お
り
、
搬

送
人
員
も
７
１
９
名
で
元
年

度
よ
り
76
名
減
っ
て
お
り
ま

す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　
一
般
介
護
予
防
事
業
の
65

歳
か
ら
は
じ
め
る
健
康
づ
く

り
教
室
で
、
令
和
元
年
度
は

３
千
円
だ
っ
た
委
託
料
の
単

価
が
、
令
和
２
年
度
は
２
千

円
に
な
っ
た
が
な
ぜ
か
。

答　

委
託
料
一
人
当
た
り
の
金

額
が
下
が
っ
た
理
由
は
、
事

業
開
始
か
ら
３
年
を
経
過

し
、
価
格
の
見
直
し
を
行
っ

た
た
め
で
す
。

教育産業常任委員会の審議状況

問　
町
営
住
宅
使
用
料
の
未
収

金
１
３
３
万
９
千
円
は
、
例

年
に
比
べ
て
多
い
の
か
。

答　

令
和
元
年
度
決
算
比
に
対

し
て
０
・
46
％
良
く
な
っ
て

お
り
、
毎
年
良
い
方
に
傾
斜

し
て
い
ま
す
。

問　
町
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納

件
数
は
。

答　

令
和
２
年
度
の
滞
納
件

数
は
17
件
で
、
過
年
度
分
は

２
９
７
件
で
す
。

問　
農
業
機
械
導
入
事
業
補
助

の
要
件
と
、
導
入
さ
れ
た
機

械
の
内
容
は
。

答　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努

め
て
い
る
５
軒
以
上
の
農
業

者
、
団
体
へ
の
機
械
支
援
と

し
て
対
象
経
費
の
３
分
の
１

を
補
助
す
る
も
の
で
上
限
は

３
０
０
万
円
で
あ
り
、
常
北

地
区
の
農
作
物
組
合
に
ト
ラ

ク
タ
ー
導
入
を
補
助
し
ま
し

た
。

問　
水
道
補
修
工
事
と
し
て
矢

ノ
目
沢
牧
場
の
工
事
を
行
っ

て
い
る
が
、
牧
場
の
利
用
状

況
は
。

答　

２
軒
の
畜
産
農
家
で
利
用

し
て
お
り
、
６
頭
が
放
牧
さ

れ
て
い
ま
す
。

問　
豚
コ
レ
ラ
侵
入
防
止
緊
急

対
策
事
業
の
実
績
３
件
と
あ

る
が
、対
象
農
家
の
件
数
は
。

答　

対
象
の
養
豚
農
家
、
実
績

と
も
に
３
件
で
あ
り
、
豚
舎

の
周
り
の
防
護
柵
や
電
気
柵

の
設
置
に
か
か
る
費
用
に
対

す
る
補
助
で
す
。

問　

農
地
流
動
化
奨
励
金
が

令
和
元
年
度
と
比
較
す
る
と

88
万
円
減
っ
て
い
る
が
、
借

り
手
農
家
の
利
用
集
積
は
減

少
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ

の
理
由
は
。

答　

奨
励
金
の
支
給
は
、
令
和

元
度
年
は
18
名
、
令
和
２
年

度
が
22
名
で
、
令
和
元
年
度

の
奨
励
金
額
が
多
い
理
由
は
、

北
方
地
区
で
今
ま
で
相
対
の

貸
借
に
よ
り
耕
作
を
行
っ
て

い
た
方
が
、
利
用
権
を
設
定

し
た
こ
と
に
よ
り
奨
励
金
の

対
象
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

問　
学
校
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機

器
等
購
入
事
業
で
、
購
入
し

た
機
種
、
金
額
、
台
数
は
。

答　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
を
１
台
税
込
み
で

４
万
３
千
８
９
０
円
で
購

入
、
台
数
は
１
，
２
０
４
台

で
、
そ
の
う
ち
１
，
１
４
０

台
が
児
童
分
で
す
。

問　

成
人
式
延
期
に
対
す
る

給
付
金
は
式
典
の
準
備
へ
の

補
填
と
し
て
の
も
の
だ
っ
た

が
、
仮
に
10
月
30
日
に
延
期

さ
れ
た
成
人
式
が
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
給
付

金
を
支
給
す
る
の
か
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
一

度
２
万
円
の
給
付
金
を
支
払

っ
て
い
る
の
で
、
支
払
う
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　
か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー

災
害
復
旧
事
業
の
内
容
は
。

答　

災
害
復
旧
の
為
の
設
計

費
、
工
事
費
、
汚
泥
の
引
き

抜
き
費
、
工
事
管
理
費
等
の

費
用
で
す
。

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

（
水
道
事
業
会
計
）

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
９
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
の
所
管
分
・

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業
・
水
道
事
業
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出
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第３回定例会で決まったこと

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
17
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野
町
長
か
ら
計
画
の
策

定
１
件
・
条
例
制
定
１
件
・
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
23
件
・
補
正
予
算
７
件
・
決
算
認
定
７
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

修
正
案
及
び
修
正
案
を
除
い
た
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、
最
終
日
に
上
遠
野
町
長
か
ら
議
案
撤
回
が
出
さ
れ
撤
回
許
可
を
し
ま
し
た
。

　

発
議
３
件
を
含
む
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
１
件
、
報
告
10
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第３回
定例会

議
案
第
35
号

▽
城
里
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
茨
城
県
の
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
方
針
に
基
づ
き
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
計
画
を
策
定
し
た
た

め
、
議
決
を
求
め
る
も
の
）

議
案
第
37
号
か
ら

　
　

議
案
第
59
号
ま
で

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

議
案
第
37
号
（
令
和
３
年
５
月

23
日
、
石
塚
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
38
号
（
令
和
３
年
７
月

２
日
、
高
久
地
内
で
公
用
車

を
運
転
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
39
号
（
平
成
28
年
６
月

23
日
、
石
塚
地
内
で
公
用
車

を
運
転
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
40
号
（
平
成
28
年
６
月

23
日
、
那
珂
西
地
内
で
発
生

し
た
町
内
公
道
に
お
け
る
物

損
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
41
号
（
平
成
28
年
８
月

12
日
、
上
圷
地
内
で
公
用
車

を
運
転
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

計
画
の
策
定

可
　
決

条
例
制
定

損
害
賠
償
額
の
決
定
等

可
　
決

可
　
決

議
案
第
36
号

▽
城
里
町
過
疎
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
城
里
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
に
定
め
る
産
業
振

興
促
進
地
域
に
お
い
て
、
計

画
認
定
を
受
け
た
事
業
者
が

新
た
に
取
得
し
た
資
産
に
対

す
る
課
税
を
免
除
す
る
た
め

制
定
す
る
も
の
）

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
42
号
（
平
成
28
年
８
月

31
日
、
小
勝
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
43
号
（
平
成
28
年
９
月

21
日
、
石
塚
地
内
で
公
用
車

を
運
転
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
44
号
（
平
成
28
年
11
月

５
日
、
石
塚
地
内
で
公
用
車

を
運
転
中
に
発
生
し
た
交
通
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第３回定例会で決まったこと

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
45
号
（
平
成
29
年
２
月

10
日
、
高
久
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
46
号
（
平
成
29
年
２
月

24
日
、
塩
子
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
47
号
（
平
成
29
年
３
月

３
日
、
徳
蔵
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
48
号
（
平
成
29
年
９
月

８
日
、
下
圷
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
49
号
（
平
成
29
年
９
月

14
日
、
上
青
山
地
内
で
公
用

車
を
運
転
中
に
発
生
し
た
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
50
号
（
平
成
30
年
３
月

17
日
、
上
青
山
地
内
で
発
生

し
た
町
内
公
道
に
お
け
る
物

損
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
51
号
（
平
成
30
年
４
月

27
日
に
発
生
し
た
石
塚
小
学

校
敷
地
草
刈
り
作
業
時
の
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
52
号
（
平
成
30
年
９
月

21
日
、
上
入
野
地
内
で
公
用

車
を
運
転
中
に
発
生
し
た
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
53
号
（
平
成
30
年
10
月

２
日
、
御
前
山
地
内
で
公
用

車
を
運
転
中
に
発
生
し
た
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
54
号
（
平
成
31
年
３
月

１
日
、
阿
波
山
地
内
で
発
生

し
た
町
内
公
道
に
お
け
る
物

損
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
55
号
（
令
和
元
年
８
月

26
日
、
下
古
内
地
内
で
発
生

し
た
町
内
公
道
に
お
け
る
物

損
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
56
号
（
令
和
元
年
11
月

29
日
、
阿
波
山
地
内
で
発
生

し
た
町
内
公
道
に
お
け
る
物

損
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
57
号
（
令
和
元
年
12
月

17
日
、
下
古
内
地
内
で
公
用

車
を
運
転
中
に
発
生
し
た
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

議
案
第
58
号
（
令
和
２
年
３
月

10
日
、
高
久
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

議
案
第
59
号
（
令
和
３
年
２
月

27
日
、
小
勝
地
内
で
発
生
し

た
町
内
公
道
に
お
け
る
物
損

事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
）

城里町議会の本会議を
　　　　　　見てみませんか
城里町議会の本会議を
　　　　　　見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データを
You Tube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック議会事務局

議会録画映像

をクリック議会事務局

議会生中継

また、本会議の生中継配信を始めました。
会期中のみ、ご覧いただけます。

⇒　　　　　　　　　　をクリック

⇒　　　　　　　　　　をクリック
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議
案
第
60
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

対
す
る
修
正
案

（
７
名
の
議
員
よ
り
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
可
決
）

修
正
の
内
容

・
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
の
施

設
整
備
工
事
及
び
工
事
管
理

費
５
，
１
０
６
万
２
千
円
を

削
除

・
道
の
駅
か
つ
ら
移
転
候
補
地

の
測
量
、
補
償
調
査
費
と
不

動
産
鑑
定
費
１
，
０
２
１
万 

６
千
円
を
削
除

修
正
の
理
由

議
案
第
60
号

　
　
（
修
正
部
分
を
除
く
）

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

３
億
６
，
９
２
４
万
６
千
円

予
算
総
額

１
０
５
億
９
，
６
４
２
万
１
千
円

議
案
第
61
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

３
，
６
０
７
万
１
千
円

・
前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ

る
準
備
基
金
積
立
金

予
算
総
額

２
３
億
５
，
１
０
４
万
３
千
円

（
施
設
勘
定
）

追
加
補
正
額

４
８
５
万
９
千
円

・
沢
山
診
療
所
の
空
調
設
備
更

新
工
事

・
沢
山
診
療
所
の
医
療
用
機
械

器
具
購
入

予
算
総
額２

億
４
，
３
７
８
万
円

議
案
第
62
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）に
つ
い
て

追
加
補
正
額

２
５
万
９
千
円

・
保
険
料
の
還
付
金

予
算
総
額

２
億
５
，
３
３
４
万
４
千
円

議
案
第
63
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

５
，
９
７
０
万
１
千
円

・
会
計
年
度
任
用
職
員
雇
用

・
前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ

る
準
備
基
金
へ
の
積
立
金

予
算
総
額

２
５
億
６
４
９
万
円

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
定
）

追
加
補
正
額

１
７
６
万
９
千
円

・
国
県
等
介
護
給
付
費
負
担
金

返
還
金

予
算
総
額

６
１
８
万
６
千
円

議
案
第
64
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
，
４
６
４
万
２
千
円

・
公
共
桝
新
設
事
業

予
算
総
額

９
億
６
，
６
５
８
万
２
千
円

議
案
第
65
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
６
５
万
円

・
滞
留
管
解
消
事
業

予
算
総
額３

億
６
６
５
万
４
千
円

議
案
第
66
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に

お
い
て
、
既
決
予
定
額
に
変

更
は
な
く
、
収
益
的
支
出
の

特
別
損
出
を
追
加
し
、
営
業

費
用
を
減
額
す
る
も
の
）

補
正
予
算

可
　
決

・
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
設
計
の
入
札
前
で
あ
り
、
設

計
費
の
算
出
も
で
き
て
い
な
い
の
に
工
事
費
等
の
補
正
な

ど
考
え
ら
れ
ず
、
近
傍
に
石
塚
開
放
学
級
を
建
設
し
た
ば

か
り
で
、
こ
の
建
設
は
不
要
で
あ
る
。

・
道
の
駅
か
つ
ら
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
で
移

転
候
補
地
の
審
議
中
で
あ
り
、
今
の
段
階
で
の
予
算
取
り

は
不
要
で
あ
る
。

第３回定例会で決まったこと

　広報委員会で、鯉渕議員に反
対討論についての原稿依頼をし
ましたが、原稿未提出のため、
記事の掲載はありません。

反
対
討
論

鯉
渕　

秀
雄　

議
員
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議
案
第
67
号
か
ら

　
　

議
案
第
73
号
ま
で

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▽
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

▽
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に

係
る
意
見
書

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▽
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・

内
閣
官
房
長
官
・
経
済
再
生

担
当
大
臣
へ
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

発　
　

議

可
　
決

請　
　

願

可
　
決

「決算認定」の役割
　決算は、城里町に入ったお金（収入）や使ったお金（支出）の実績です。
　「決算認定」とは、議会が１年間の決算内容を確認し、確定することです。法律に適合して
いるか、計算は正しいか、使われ方は適正かなどを審査するだけでなく、過去の財政状況と比
較して問題点を指摘し、将来に反映させるなど大切な役割があります。

決算認定議案の取り下げの経緯
本会議最終日において、猿田正純議員より令和２年度の決算審査意見書の質疑がありました。
○　記載されている令和元年度決算額が、昨年認定を受けた額と違うが書き換えたのか。
○　意見書は監査委員の意見をつけて決算認定に付さなければならない書類である。
　　書き換えたことを監査委員は知っているのか。
○　昨年の決算認定後に、書き換えたのはなぜか。

上遠野町長は、猿田議員の質疑に何ら答弁すること無く書き換えを認め議
案を取り下げました。

第３回定例会で決まったこと

決
算
認
定

議
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た

決算認定について議会の議決を経た後、修正することなどあり
えないこと。認定を受けた決算金額に異動が生じる場合、市町
村長は決算報告の内容を修正し、再び議会の認定に付すること
ができるとされているが、行われていなかった。
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杉山清議員から謝罪がありました

（謝罪の言葉）

この謝罪に対して

　長きにわたりインターネット掲示板において、誹謗中傷、名誉棄損をする書き込みをした
ことを認め、ここに謝罪を申し上げます。大変申し訳ありませんでした。
　小松﨑三男様、根本正典様、桐原健一様、亡くなられた余水紀夫様、関誠一郎様、河原井
大介様、小圷孝様、鯉渕秀雄様、小林祥宏様、阿久津則男様、三村孝信様、薗部一様、片岡
藏之様、藤咲芙美子様、加藤木直様のご家族の皆様にも大変申し訳ありませんでした。
　そういったことで、謝罪をもって、私の心と体とおわび申し上げます。

謝罪までの経緯

９月15日
杉山議員
一般質問の冒頭

杉山議員の発言
私とＫＴ議員の問題をお話させていただきます。
彼からの訴えは２年間にわたり民事裁判、笠間署への刑事告訴、さらには水
戸地方検察庁への書類送検、検事による取り調べ、その結果は不起訴、無罪
でありました。その間、３回の辞職勧告で提出議員、また、賛同議員からも
その後謝罪は一切なし。議会広報委員会にも取り上げていないのが現実であ
ります。これが今の城里町議会だとしたら、恐ろしい限りであります。

一般質問終了後
議会運営委員会
を開催

杉山議員へ発言の趣旨を聞くと
『無罪』の発言を取り消ししたい。インターネットの書き込みについて『書い
たのはすべて私です』との発言があった事から、最終日に謝罪するよう促す。

９月17日
最終日

杉山議員の謝罪

他の議員

議員辞職をする気はあるのか。

後援会と相談して辞めるなんて
いわず、すっきり辞めてもらい
たい。

杉山議員
　　　　
私一人で進退は決められない。後援
会等と話し合いながら決めていきた
い。

杉山清議員から謝罪がありました
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杉山議員に３回目の辞職勧告決議

提
出
者

阿
久
津
則
男　

議
員

賛
同
者

小
圷　
　

孝　

議
員

河
原
井
大
介　

議
員

三
村　

孝
信　

議
員

杉山清議員に対する議員辞職勧告杉山清議員に対する議員辞職勧告
決議について決議について

１９ １９ 対
発議　第９号

１９

　令和３年城里町第３回定例会中の９月15日、杉山清議員の一般質問の冒頭、『同僚議
員との誹謗中傷の書込み訴訟の結果、自分は不起訴であり、無罪であった。これに関し、
誰からも謝罪を受けていない。こんな城里町議会は恐ろしい議会である。』旨の発言が
ありました。
　この発言に対し、議会運営委員会を開催し、杉山清議員から発言の趣旨を聞いたとこ
ろ、無罪である発言の取り消しの申し出がありました。この発言の意図する所を聞き取
りしていたところ、突然、今までかたくなに否定してきた誹謗中傷の書込みは自分であ
る事を認めました。さらに、８年ほど前からあった多くの城里町議会議員への誹謗中傷
の書き込みもすべて自分であることを認めたのです。この自白には非常に驚きました。
　城里町政治倫理審査会での証言や、同僚議員との裁判においても、一貫して「タブレ
ットは盗難され、書込みは知らない」と訴えていたものが、突然証言が翻り、杉山清議
員自身の書込みであるとの自白がなされたのです。
　これを受け、令和３年第３回定例会最終日に議場において恐ろしい議会だと発言した
事の謝罪、そして、インターネットへの誹謗中傷の書き込みをしていた事の謝罪をする
よう忠言いたしました。
　本人は、同僚議員との裁判により心労がたたり、体重の減少、体調不良がある事を訴
えていましたが、それは自業自得であり、正体不明の相手から誹謗中傷を受け続ていた
者は、それ以上の恐怖と苦しみを感じていたことをまったく理解しておりません。杉山
清議員と特定されなければ書込みは今も続いていた事でしょう。なによりも、正直に自
白し謝罪したとしても、この行為は議会議員として決して許されるものではありません。
　杉山議員には、書込みをした議員への謝罪と書込み内容の削除を求めます。
　さらに、自ら身を律し、議員辞職すべきと考え、ここに城里町議会として、杉山清議
員の議員辞職勧告を決議します。
　　令和３年９月17日

茨城県東茨城郡城里町議会

４回目の辞職勧告決議４回目の辞職勧告決議

薗
部　
　

一　

議
員

藤
咲
芙
美
子　

議
員

猿
田　

正
純　

議
員

桜
井　

和
子　

議
員

２
棄権

過去３回の辞職勧告

第１回目

第２回目

第３回目

インターネットに誹謗中傷記事の書き込みを行っていた
ことへの、辞職勧告決議（令和元年12月17日可決）

インターネットへの誹謗中傷記事の書き込みが、城里町
政治倫理審査会において町政治倫理条例違反との答申が
あり、辞職勧告決議（令和２年６月16日可決）

長期の欠席及び欠席届の未提出への、辞職勧告決議
（令和３年３月22日可決）
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杉
山
議
員
は
、
過
去
７
年
間
に
わ
た
り
現
職
・
元
職
の
町
議

会
議
員
及
び
家
族
等
へ
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
を
続
け
て
き
た

事
を
認
め
た
。

　

町
の
将
来
の
た
め
政
策
提
案
や
論
議
を
す
る
議
員
が
、
町
議

会
内
外
で
の
出
来
事
を
掲
示
板
に
書
き
込
み
、
溜
飲
を
下
げ
て

い
た
こ
と
は
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
会
津
藩
士

の
子
育
て
教
育
の
指
標
と
し
て
「
什
の
掟
」
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
っ
た
。

１
．
嘘
を
言
う
こ
と
は
な
ら
な
い
。

１
．
卑
怯
な
振
る
舞
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。　

等
々

　

お
わ
り
に
、
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
。

　

先
日
、
法
務
大
臣
が
「
侮
辱
罪
」
の
厳
罰
化
を
を
諮
問
し
、

懲
役
刑
の
導
入
ま
で
視
野
に
い
れ
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
中
傷
抑
止
の
為
で
あ
る
。

　

杉
山
議
員
は
こ
の
ネ
ッ
ト
中
傷
を
７
年
前
か
ら
続
け
、
対
象

も
14
名
の
議
員
、
家
族
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
中
傷
に
よ
り
、

議
員
活
動
及
び
選
挙
等
で
受
け
た
被
害
は
計
り
知
れ
な
い
。
非

を
認
め
る
な
ら
ば
、
謝
罪
だ
け
で
な
く
、
議
員
の
職
を
辞
し
て

襟
を
正
す
べ
き
だ
。
議
員
各
位
の
賛
同
を
願
う
。

河
原
井　

大
介　

議
員

三
村　

孝
信　

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

杉山清議員に対する議員辞職勧告決議について
杉山議員に３回目の辞職勧告決議

固定資産税の課税誤り
サザンヤードカントリークラブに４年分２９０万９，６００円を還付

　令和２年度決算の質疑の中で、固定資産税の課税誤りがありサザンヤードカントリークラブに
290万9,600円を還付していたことが判明した。
　税務課長によると、平成28年度から令和元年度の４年分の返還金について、令和２年度に予算
を流用して返還を行ったことがわかった。

町長による答弁
　地方税法上は、税金の過誤納付金の支払い
義務は５年間とされている。町の要綱は、支
払いは10年となっているが内部規程である
ため、まずは予備費の予算の範囲内で支払う
ことができる４年分を支払った。
　残り５年分も予算を補正して、支払うべきだ
った。今後速やかに残り５年分を支払いたい。

町長による答弁
　今回の件は、訴訟などの問題には現在のと
ころなっておらず、毎年行っている過誤納付
金の還付の事務と考えていた。
　よって、この案件だけ個別に報告するもの
ではないと理解していた。

　誤って税金を徴収していたのに、予備費が
足りなかったから返さなかった。今指摘され
たから、補正を組むという話ではない。
　町長はこの過誤納付を知っていたのに、な
ぜ議会に黙っていたのか。

　サザンヤード側から、10年分の更なる課税
誤りを指摘されているにも関わらず、４年分
しか返還していないのはなぜか。
　町の要綱で、過去10年遡って返還するよう
定められている。
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

議案第35号 城里町過疎地域持続的発展計画の策
定について 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第36号
城里町過疎地域における固定資産税
の課税免除に関する条例の制定につ
いて

12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 損害賠償額の決定及び和解について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 損害賠償額の決定及び和解について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議案第56号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

■第３回定例会（令和３年９月７日～17日）
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傍聴者報告
第３回定例会（９月７日～17日まで開催）	 合計42人
なお、コロナウイルス感染拡大防止のため、議場での傍聴人の定数
を１日あたり15名とさせていただきました。

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　https//www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は12月７日を予定しています 車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

議案第57号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

議案第58号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 損害賠償額の決定及び和解について
（追認） 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号
（修正動議）

令和３年度城里町一般会計補正予算
（第２号）に対する修正動議 7 6 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○

議案第60号
（修正部分を除
く）

令和３年度城里町一般会計補正予算
（第２号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 令和３年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 令和３年度城里町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 令和３年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第２号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号 令和３年度城里町公共下水道事業特
別会計補正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 令和３年度城里町農業集落排水事業
特別会計補正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号 令和３年度城里町水道事業会計補正
予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号
～

議案第73号

令和２年度決算認定（一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保
険特別会計、公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、水道事業会計）の７件
については、審議途中で取り下げられました。

発議第７号 教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

発議第８号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第９号 杉山清議員に対する議員辞職勧告決
議について 9 1 ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ × ※ 棄 ○
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13

河原井　大　介　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14

薗　部　　　一　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17

猿　田　正　純　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19

阿久津　則　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

三　村　孝　信　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

杉　山　　　清　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22

小　圷　　　孝　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23

今回10名が質問し、今回10名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。

町
政
を
問
う

一般質問
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河
か わ ら い

原井　大
だ い す け

介　議員

《町　長》	 経済効果は想定どおりでは
ない

アツマーレについて

こちらから
動画が視聴できます

財
政
状
況
に
つ
い
て

《
町
長
》

交
付
税
や
補
助
金
、
有
利
な
制
度
を
活
用

那
珂
川
大
橋
に
つ
い
て

《
都
市
建
設
課
長
》

地
元
説
明
会
を
す
る
予
定

災
害
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》

助
成
の
率
を
検
討
す
る

河
原
井　

町
が
企
業
誘

致
し
た
、
水
戸
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
の
経
済
効
果

が
年
間
約
１
億
円
と
し

て
い
た
が
効
果
は
上
が

っ
て
い
る
の
か
。

町

長　

当
初
想
定
し

た
経
済
効
果
の
推
計
約

１
億
円
は
、
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
。

河
原
井　

町
民
セ
ン
タ

ー
の
維
持
管
理
に
、
町
の

税
金
で
年
間
３
，
０
０
０ 

万
円
か
か
り
、
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
か
ら
の
法
人

住
民
税
は
16
万
５
千
円

で
あ
る
。

　

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
は

ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す

る
と
い
う
が
、
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

町

長　

ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
に
つ
い
て
は
存
じ

て
い
な
い
。

河
原
井　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
や
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
も
つ
町
が
、
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
に
つ
い
て
知

ら
な
い
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。
ホ
ー
リ
ー
ホ

ッ
ク
の
経
営
陣
と
協
議

の
場
を
作
り
、
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

今
後

は
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の

経
営
者
等
と
、
定
期
的

に
協
議
の
場
を
設
け
る

事
と
す
る
。

河
原
井　

町
消
防
団
員

が
大
型
消
防
車
を
運
転

す
る
免
許
の
有
無
は
地

域
消
防
団
活
動
の
課
題

で
あ
る
。

　

免
許
所
得
の
際
の
、

半
額
の
補
助
費
を
全

額
補
助
に
し
て
は
ど
う

か
。

河
原
井　

進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　

今
年

度
、
地
質
調
査
、
道
路

の
詳
細
設
計
、
橋
梁
の

詳
細
設
計
を
実
施
中
。

設
計
が
ま
と
ま
り
次

第
、
地
元
説
明
会
を
す

る
予
定
で
あ
る
。

総
務
課
長　

助
成
の
率

は
、
今
後
検
討
す
る
。

河
原
井　

今
年
度
の
一

般
会
計
予
算
は
、
約

１
２
０
億
円
と
予
想
さ

れ
、
そ
の
う
ち
地
方
交

付
税
が
約
40
億
円
入
っ

て
き
て
い
る
。
毎
年
町

の
借
金
は
増
え
、
貯
金

は
減
り
、
町
税
は
約

20
億
円
と
横
ば
い
で
あ

る
。

　

町
長
は
、
交
付
税
と

共
に
こ
の
町
は
生
き
て

い
く
と
話
し
て
い
た

が
、
そ
の
認
識
は
変
わ

ら
な
い
の
か
。

町

長　

国
の
財
政
制

度
を
分
析
し
、
多
く
の

交
付
税
を
引
っ
張
っ
て

く
る
こ
と
、
有
利
な
制

度
を
活
用
し
町
の
財
政

運
営
を
し
て
い
く
の
も

行
政
の
手
腕
だ
と
思
っ

て
い
る
。

河
原
井　

地
方
交
付
税

に
頼
り
過
ぎ
て
い
る
こ

と
が
、
町
に
と
っ
て
良

い
こ
と
な
の
か
。
未
来

へ
の
投
資
と
し
て
地
場

産
業
育
成
や
企
業
誘
致
、

病
院
誘
致
等
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
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薗
そ の

部
べ

　　一
はじめ

　議員

《町　長》	 隊員数は28名

有害鳥獣対策について

薗

部　

過
疎
化
で
耕

作
放
棄
地
が
増
え
、
イ

ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン

の
住
み
か
と
な
り
、
田

畑
の
作
物
が
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
る
。
行

政
は
、
害
獣
駆
除
の
奨

励
金
を
交
付
す
る
な

ど
し
て
対
策
を
講
じ
、

年
々
被
害
は
減
少
し
て

い
る
。

　

今
年
か
ら
実
施
隊
の

作
業
内
容
が
大
き
く
変

わ
っ
た
と
聞
く
が
理
由

は
。
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
再
び
イ
ノ
シ
シ

が
増
え
、
被
害
が
広
が

る
の
を
町
民
は
心
配
し

て
い
る
。

町

長　

有
害
捕
獲
期

間
中
に
不
適
切
な
場
所

へ
の
わ
な
の
設
置
や
、

わ
な
に
設
置
者
の
標
識

が
非
表
示
だ
っ
た
等
、

改
善
点
が
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。

薗

部　

隊
員
は
何
名

か
。

町

長　

隊
員
数
は
28

名
で
あ
る
。

薗

部　

捕
獲
実
績
と

奨
励
金
の
額
は
。

町

長　

平
成
30
年
度 

２
７
１
頭
で
４
３
５
万 

８
千
円
、
令
和
元
年
度 

６
４
７
頭
で
９
４
０
万 

８
千
円
、
令
和
２
年
度 

６
８
３
頭
で
９
４
７
万 

８
千
円
。

薗

部　

町
所
有
及
び

各
自
治
会
で
所
有
す
る

箱
わ
な
の
数
は
。

町

長　

町
所
有
77

薗

部　

高
齢
者
、
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
へ
の

進
捗
状
況
は
。

町

長　

９
月
12
日
時

点
で
接
種
対
象
人
口
の

85
％
が
１
回
目
を
終
え

て
お
り
、
10
月
上
旬
に

は
２
回
目
接
種
が
終
わ

る
。

も
園
施
設
整
備
検
討
委

員
会
が
発
足
し
、
委
員

会
の
答
申
は
規
模
を
入

園
数
に
合
わ
せ
縮
小
し

て
新
築
す
る
の
が
適
正

と
決
定
し
た
。

　

町
は
、
新
園
整
備
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
が
結
果
は
ど

う
か
。

町

長　

教
育
、
保
育

が
充
実
す
る
よ
う
利
用

者
等
の
意
見
を
反
映
し

た
施
設
整
備
と
な
る
た

め
、
こ
ど
も
園
に
通
園

し
て
い
な
い
児
童
世
帯

と
七
会
地
区
の
世
帯

６
４
８
世
帯
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
２
４
２

世
帯
か
ら
回
答
を
得

た
。
新
園
整
備
さ
れ
た

場
合
、
入
園
に
前
向
き

な
回
答
は
61
％
。

薗

部　

高
校
生
、
小

中
学
生
の
接
種
は
。

町

長　

中
学
生
は
82

％
が
１
回
目
接
種
を
終

え
る
。
高
校
生
は
７
割

が
接
種
し
て
い
る
。
小

学
生
は
20
名
の
６
年
生

が
接
種
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

《
町
長
》

接
種
対
象
人
口
の
85
％
が
１
回
目
終
え
る

薗

部　

な
な
か
い
こ

ど
も
園
は
築
40
年
が
経

過
し
老
朽
化
が
著
し

く
、
園
舎
内
部
は
白
ア

リ
の
食
害
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
隣
は
建
設

業
者
の
作
業
場
と
な
っ

て
お
り
、
作
業
の
度
に

大
き
な
音
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
。
子
ど
も
を
預

か
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
な
な
か
い
こ
ど

城
里
町
立
な
な
か
い
こ
ど
も
園
の
新
設
に
つ
い
て

《
町
長
》
入
園
に
前
向
き
な
回
答
61
％

町立ななかいこども園

基
、
自
治
会
所
有
８

基
、
そ
の
他
は
36
基
。箱わな

こちらから
動画が視聴できます
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藤
ふ じ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《町　長》	 近隣自治体の取り組みの把
握に努める

おくやみ専用窓口の一本化を

藤

咲　

お
く
や
み
の

手
続
き
は
、
残
さ
れ
た

家
族
が
役
場
に
行
く
こ

と
に
な
る
。
生
活
全
般

の
名
義
変
更
等
で
、
不

安
を
抱
え
な
が
ら
各
課

を
５
、６
カ
所
回
り
そ

の
都
度
身
内
の
死
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
手
続
き
は
、
１
回

で
終
わ
ら
ず
数
回
足
を

運
ば
な
く
て
は
な
ら

ず
、
精
神
的
負
担
、
疲

労
が
生
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
負
担
を

解
消
す
る
た
め
、
お
く

や
み
窓
口
の
一
本
化
を

求
め
る
。

町

長　

手
続
き
を
１

箇
所
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
窓
口
は
理
想

的
で
あ
り
、
今
後
先
進

地
に
職
員
を
視
察
に
行

か
せ
る
な
ど
、
近
隣
自

治
体
の
取
り
組
み
の
把

握
に
努
め
る
。

藤

咲　

地
域
住
民
の

暮
ら
し
に
必
要
な
各
種

業
務
を
、
身
近
な
場
所

で
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
が
支
所
機
能

で
あ
り
、
町
民
と
町
政

を
結
ぶ
重
要
な
行
政
機

関
だ
。

　

支
所
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
受
付
や
交

付
、
介
護
保
険
の
相

談
、
国
保
の
資
格
、
各

種
届
け
出
等
の
業
務
を

削
減
し
た
ま
ま
だ
。
住

民
や
職
員
の
声
を
聞
い

て
い
る
か
。
調
査
な
ど

行
っ
て
い
る
か
。

町

長　

出
先
で
も
で

き
る
よ
う
戻
し
た
業
務

も
あ
る
。
年
１
回
全
て

の
職
員
と
面
談
を
行

い
、
様
々
な
こ
と
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

藤

咲　

住
民
の
負
担

を
考
え
た
こ
と
あ
る

か
。
支
所
の
職
員
は
住

民
の
声
を
真
剣
に
話
を

聞
き
、
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
業
務
シ
ス
テ
ム
を

遮
断
さ
れ
た
こ
と
で
、

権
限
が
持
て
ず
判
断
も

で
き
な
い
。
職
員
が
行

政
と
し
て
仕
事
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
事
務
事

業
を
見
直
し
、
業
務
を

元
に
戻
す
こ
と
を
求
め

る
。

町

長　

出
先
機
関
の

業
務
を
減
ら
し
す
ぎ
て

逆
に
能
力
が
余
っ
て
余

力
が
あ
る
と
い
う
事
で

あ
れ
ば
、
出
先
で
も
で

き
る
業
務
内
容
の
議
論

を
今
後
し
て
い
く
。

藤

咲　

桂
支
所
の
看

板
が
、
震
災
か
ら
10
年

以
上
も
過
ぎ
て
い
る
の

に
い
ま
だ
に
仮
庁
舎
の

ま
ま
だ
。
い
つ
ま
で
こ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
の

か
。

　

公
文
書
の
廃
棄
、
保

存
に
は
客
観
的
な
判
断

基
準
が
必
要
だ
。
町
の

文
書
整
理
保
存
は
、
規

程
で
は
な
く
条
例
化
を

求
め
る
。

町

長　

他
市
町
村
も

規
程
で
あ
り
条
例
化
し

て
い
な
い
。
当
町
に
お

い
て
も
規
程
で
運
用
し

て
い
き
た
い
。

藤

咲　

公
務
員
が
職

務
上
作
成
し
た
文
書

は
、
私
的
な
文
書
で
は

な
く
町
の
遂
行
す
る
上

で
の
文
書
で
あ
り
、
基

本
的
に
町
民
の
も
の
だ

と
考
え
る
。
公
文
書
管

理
は
健
全
な
民
主
主
義

の
根
幹
を
支
え
る
。
国

民
共
有
の
知
的
財
産
と

言
わ
れ
る
。

桂支所仮庁舎

桂
支
所
・
七
会
町
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能

再
建
に
つ
い
て

《
町
長
》

業
務
内
容
を
議
論
し
て
い
く

桂
支
所
仮
庁
舎
に
つ
い
て

《
町
長
》

桂
支
所
を
公
民
館
に
移
転
す
る
か
検
討

公
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

《
町
長
》
規
程
で
運
用
し
て
い
き
た
い

町

長　

支
所
を
公
民

館
に
移
転
し
、
桂
町
民

セ
ン
タ
ー
と
す
る
か
、

今
後
み
な
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
検
討
す
る
。

こちらから
動画が視聴できます
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桜
さ く

井
ら い

　和
か ず

子
こ

　議員

ランドセルの無償配布に
ついて

桜

井　

令
和
元
年
度

に
ラ
ン
ド
セ
ル
無
償
配

布
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
対
象
者
は
誰
か
。

教
育
長　

当
時
の
一
年

生
の
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
た
。

桜

井　

ど
の
よ
う
な

内
容
だ
っ
た
の
か
。

教
育
長　

ラ
ン
ド
セ
ル

の
購
入
者
、
購
入
金

額
、
色
、
無
償
配
布
に

つ
い
て
の
考
え
方
等
を

調
査
し
た
。

桜

井　

何
の
た
め
に

行
っ
た
の
か
。

教
育
長　

家
庭
に
お
け

る
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
の

実
態
や
意
向
を
把
握
し

今
後
の
資
料
と
す
る
た

め
行
っ
た
。

桜

井　

無
償
配
布
に

つ
い
て
84
％
の
賛
成
が

あ
り
な
が
ら
、
実
施
で

き
な
い
理
由
は
何
か
。

教
育
長　

経
済
的
負
担

軽
減
が
良
い
の
か
、
小

学
生
全
員
に
同
一
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
使
用
さ
せ

る
こ
と
が
良
い
の
か
検

討
し
て
い
る
。

桜

井
　

ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
た
保
護
者

は
「
賛
成
が
多
け
れ
ば

２
、３
年
後
に
は
無
償

配
布
に
な
る
ね
」
と
皆

さ
ん
喜
ん
で
い
た
と
聞

い
て
い
る
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え

ら
れ
な
い
と
い
う
事

は
、
町
に
対
す
る
信
頼

を
損
な
う
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

町

長　

県
内
で
14
の

自
治
体
が
無
償
配
布
を

実
施
し
て
い
る
が
、
逆

を
言
う
と
30
の
自
治
体

は
実
施
し
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
の
議
論
を

見
守
っ
て
、
予
算
編
成

時
に
上
が
っ
て
き
た
案

に
対
し
、
私
が
判
断
し

て
い
く
。

桜

井　

高
齢
者
や
一

人
暮
ら
し
の
方
か
ら
、

食
料
品
や
生
活
必
需
品

な
ど
、
買
い
物
へ
の
不

安
の
声
が
届
い
て
い

る
。
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町

長　

民
間
の
サ
ー

ビ
ス
に
頼
っ
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

桜

井　

買
物
弱
者
を

応
援
す
る
た
め
に
、
移

動
販
売
を
始
め
た
市
町

村
が
増
え
て
い
る
。
本

町
で
も
移
動
販
売
の
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

町

長　

農
協
で
移
動

販
売
の
計
画
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
町
と
し

て
も
応
援
し
て
い
き
た

い
。

《町　長》	 教育委員会の議論を見守る

桜

井　

弱
視
は
子
供

の
50
人
に
一
人
は
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。
弱
視

や
斜
視
な
ど
の
早
期
発

見
に
効
果
の
あ
る
、
フ

ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
と

い
う
機
器
を
用
い
た
屈

折
検
査
を
、
３
歳
児
検

診
に
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町

長　

令
和
４
年
に

フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

購
入
の
補
助
制
度
が
で

き
る
と
き
い
て
い
る
。

購
入
を
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

高
齢
者
対
策

《
町
長
》

民
間
の
サ
ー
ビ
ス
に
頼
っ
て
い
る

こ
ど
も
の
弱
視
予
防
に
つ
い
て

《
町
長
》

フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の
購
入
を
検
討
し
て
い
く

こちらから
動画が視聴できます
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猿
さ る

田
た

　正
ま さ

純
ず み

　議員

《農業政策課長》	県主体の対策本部を設置

豚熱（CSF）について

猿

田　

町
内
で
豚
熱

感
染
の
イ
ノ
シ
シ
が
捕

獲
さ
れ
た
。
有
害
鳥
獣

駆
除
を
し
て
い
る
が
、

豚
熱
の
検
査
は
ど
の
様

な
方
法
か
。

農
業
政
策
課
長　

捕
獲

イ
ノ
シ
シ
の
血
液
を
採

取
し
、
家
畜
保
健
衛
生

所
に
て
確
認
検
査
を
行

い
、
陽
性
確
認
時
は
県

畜
産
課
か
ら
畜
産
農
家

と
市
町
村
宛
に
確
認
指

導
の
状
況
報
告
が
あ

る
。

猿

田　

養
豚
農
家
に

飛
び
火
し
た
場
合
の
対

応
は
。

農
業
政
策
課
長　

令
和

３
年
２
月
に
発
生
し
た

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
、
県
主
体
の
対
策

本
部
を
設
置
、
防
疫
作

業
が
展
開
さ
れ
る
。

猿

田　

鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
含
め
、
コ
ロ

ナ
、
台
風
、
水
害
、
地

震
等
々
の
危
機
管
理
体

制
の
た
め
の
基
本
対
応

策
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
最
近
で
は
Ａ
Ｉ
を

駆
吏
し
た
災
害
予
測
が

進
み
、
自
治
住
民
へ
の

素
早
い
避
難
指
示
や
、

自
治
体
へ
の
災
害
防
止

の
見
直
し
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
熊
本
市
は
こ

の
Ａ
Ｉ
の
実
証
実
験
を

始
め
て
い
る
が
、
当
町

で
は
い
か
が
か
。

猿

田　

災
害
リ
ス
ク

の
高
い
場
所
へ
の
住
宅

建
設
に
つ
い
て
規
制
を

か
け
る
べ
き
だ
が
。

猿

田　

令
和
３
年
度

現
在
ま
で
５
ヶ
月
間
入

札
の
不
調
、
中
止
の
件

数
は
。

財
務
課
長
補
佐　

入
札

実
施
総
数
１
４
４
件

中
、
不
調
が
15
件
で
、

中
止
が
２
件
。

猿

田　

県
は
意
向
確

認
型
指
名
競
争
入
札
を

猿

田　

町
長
は
情
報

開
示
の
際
に
、
公
文
書

の
職
員
の
押
印
を
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
あ

る
と
黒
塗
り
し
て
い
る

が
、
そ
の
判
断
は
、
ど

の
法
や
条
例
を
元
に
解

釈
さ
れ
た
の
か
。

町

長　

印
影
は
個
人

情
報
に
当
た
り
、
他
で

は
黒
塗
り
の
事
例
も
見

廃
止
し
一
般
競
争
入
札

に
戻
し
た
。
厳
し
い
基

準
に
す
る
程
、
競
争
入

札
の
意
味
が
薄
れ
る
。

公
平
性
が
担
保
で
き
る

入
札
方
法
に
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

町

長　

入
札
方
法
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
す
る
。

受
け
る
。

猿

田　

近
隣
の
市
、

町
は
「
判
例
六
法
」「
情

報
公
開
の
実
務
」
書
か

ら
、
押
印
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
に
当
た
ら

な
い
と
判
断
し
、
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、
町
長
に
も
改
善

す
べ
き
だ
。

都
市
建
設
課
長　

災
害

発
生
リ
ス
ク
の
高
い
場

所
へ
の
規
制
も
、
都
市

計
画
区
域
内
は
確
認
申

請
が
必
要
と
な
り
、
そ

れ
以
外
の
区
域
も
、
建

物
の
用
途
や
面
積
等
で

申
請
が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

内
も
確
認
申
請
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
規
制
が
あ
る
。

開
発
行
為
に
つ
い
て

《
都
市
建
設
課
長
》

建
設
場
所
や
建
物
構
造
で
、
一
定
の
規
制
が
あ
る

町

長　

精
査
し
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

入
札
に
つ
い
て

《
町
長
》

入
札
方
法
は
今
後
の
検
討
課
題

情
報
公
開
に
つ
い
て

《
町
長
》

印
影
は
個
人
情
報
に
あ
た
る

こちらから
動画が視聴できます
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加
か 　 と う 　 ぎ

藤木　直
ただし

　議員

新型コロナウイルスにつ
いて

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
、
日
本
で

確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年

８
ヶ
月
に
な
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
見
通
し
を

伺
う
。

健
康
保
険
課
長　

接
種

希
望
者
の
大
半
は
、
９

月
下
旬
ま
で
に
２
回
の

接
種
が
完
了
す
る
。
10

月
以
降
は
、
接
種
も
れ

者
を
中
心
に
進
め
る
。

加
藤
木　

生
活
困
窮
者

支
援
に
は
、
緊
急
小
口

資
金
、
総
合
支
援
資
金

が
あ
る
。
貸
し
付
け
状

況
を
伺
う
。

福
祉
こ
ど
も
課
長 

緊
急

小
口
資
金
は
89
件
、 

１
，
６
４
０
万
円
で
、
総

合
支
援
資
金
は
１
４
６

件
、
７
，
８
５
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

加
藤
木　

罹
患
者
が

様
々
な
相
談
を
す
る
の

は
、
ど
こ
に
す
れ
ば
い

い
の
か
。

健
康
保
険
課
長　

基
本

的
に
は
保
健
所
が
対
応

す
る
が
、
町
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
保
健

師
が
対
応
す
る
。

加
藤
木　

町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
コ
ロ
ナ
発
生
状

況
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
し
て
頂
き
た
い
。

健
康
保
険
課
長　

他
市

町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
考
に
、検
討
す
る
。

加
藤
木　

ア
ツ
マ
ー
レ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理

を
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
な
い

開
発
公
社
に
指
定
管
理

を
し
て
い
る
が
、
町
が

管
理
し
直
接
契
約
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

町

長　

グ
ラ
ウ
ン
ド

以
外
の
管
理
も
お
願
い

し
て
い
る
。
議
会
の
賛

成
多
数
で
、
５
年
間
の

指
定
管
理
が
議
決
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。

加
藤
木　

地
域
振
興
券

の
事
業
効
果
の
確
認
は

し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

特
定
事
業
者
へ
の
利
益

誘
導
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

消
費

喚
起
は
相
当
な
額
で
あ

り
、
効
果
あ
り
と
の
報

告
を
う
け
て
い
る
。
特

定
事
業
者
へ
の
利
益
誘

導
に
つ
い
て
は
、
大
型

店
舗
、
中
小
店
舗
、
極

端
な
隔
た
り
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

加
藤
木　

事
業
効
果
は

も
っ
と
確
認
す
べ
き

だ
。
ま
た
、
町
民
一
律

の
バ
ラ
マ
キ
で
は
な

く
、
生
活
困
窮
者
や
ひ

と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の

手
厚
い
事
業
を
考
え
て

い
く
べ
き
だ
。

《健康保険課長》	９月下旬までに２回目の接
種が完了

加
藤
木　

ホ
ー
リ
ー
ホ

ッ
ク
か
ら
の
使
用
料

８
０
０
万
円
は
、
公
社

の
歳
入
と
な
っ
て
い
る

が
、
町
の
歳
入
に
入
れ

る
べ
き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

決
算

特
別
委
員
会
で
も
指
摘

さ
れ
た
。
債
務
負
担
行

為
や
基
本
協
定
書
の
変

更
な
ど
の
事
務
手
続
き

も
あ
る
た
め
、
真
摯
に

受
け
止
め
検
討
す
る
。

総
務
課
長　

関
係
法
令
の

認
識
が
欠
け
て
い
た
。

関
係
部
署
間
の
相
互
チ

ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
。

　

議
会
へ
は
、
速
や
か

に
報
告
を
し
た
い
。

加
藤
木　

今
回
事
故
の

和
解
事
務
を
怠
り
、
20

数
件
の
追
認
案
件
が
提

出
さ
れ
た
が
、
再
発
防

止
策
、
事
故
発
生
時
の

議
会
報
告
に
つ
い
て
伺

う
。

ア
ツ
マ
ー
レ
の
管
理
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》

真
摯
に
受
け
止
め
検
討

地
域
振
興
券
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》

消
費
喚
起
は
相
当
な
額

議
決
事
項
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》

認
識
が
欠
け
て
い
た

見　本

見　本
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阿
あ

久
く

津
つ

　則
の り

男
お

　議員

《町　長》	 地元要望を、営林署・国に
提出したい

砂防堰堤（ダム）について

こちらから
動画が視聴できます

阿
久
津　

町
内
に
は
砂

防
ダ
ム
は
何
か
所
あ
る

の
か
。
ま
た
、
点
検
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

町

長　

22
か
所
あ
り

点
検
を
実
施
し
た
結

果
、
緊
急
対
応
が
必
要

な
箇
所
は
無
い
。

阿
久
津　

ア
ー
バ
ン
ガ

ー
ド
工
法
で
土
砂
・
流

木
を
防
ぐ
方
法
を
要
望

で
き
な
い
か
。

町

長　

地
元
か
ら
の

要
望
を
伺
い
、
営
林

署
・
国
に
提
出
し
た

い
。

阿
久
津　

災
害
対
策
と

し
て
、
ふ
と
ん
か
ご
を

並
べ
て
対
応
で
き
な
い

か
。

町

長　

区
長
要
望
等

が
あ
れ
ば
設
置
す
る
。

阿
久
津　

森
林
管
理
制

度
を
活
用
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。
ま
た
、

町
内
で
対
象
に
な
る
面

積
は
。

町

長　

森
林
環
境
譲

与
税
を
利
用
し
間
伐
・

人
材
育
成
・
普
及
啓
発

等
の
森
林
整
備
等
に
充

て
る
。
対
象
面
積
は

５
，
８
４
３
ha
。

阿
久
津　

里
山
再
生
の

考
え
は
。

町

長　

森
林
環
境
譲

与
税
を
財
源
と
し
た
里

山
整
備
を
行
う
。

阿
久
津　

地
主
が
山
林

の
管
理
を
町
に
委
託
す

る
場
合
、
委
託
料
は
払

う
の
か
。

農
業
政
策
課
長　

委
託

料
は
発
生
し
な
い
。

阿
久
津　

地
主
が
林
業

に
適
さ
な
い
森
林
の
管

理
を
町
に
委
託
し
た
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

農
業
政
策
課
長　

メ
リ

ッ
ト
は
、
町
が
介
在
す

る
こ
と
で
長
期
的
に
森

林
を
管
理
で
き
、
山
の

水
源
か
ん
養
、
災
害
防

止
に
な
る
。
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
で

き
る
の
で
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
無
い
。

阿
久
津　

山
の
荒
廃
を

防
ぐ
森
林
経
営
管
理
制

度
に
専
門
職
員
を
配
置

し
、
早
い
ペ
ー
ス
で
事

業
を
進
め
ら
れ
な
い

か
。

町

長　

合
併
以
来
、

林
道
の
整
備
は
手
薄
に

な
っ
て
お
り
、
一
か
所

も
や
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
職
員
を
増
や
す

の
は
難
し
い
。

阿
久
津　

里
山
再
生
・

森
づ
く
り
を
し
て
い
る

団
体
、
や
ろ
う
と
し
て

い
る
団
体
へ
交
付
金
等

あ
れ
ば
、
町
は
情
報
を

流
す
べ
き
だ
。

農
業
政
策
課
長　

制
度

自
体
も
含
め
て
町
の
取

り
組
み
姿
勢
等
に
つ
い

て
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
伝
え
た
い
。

アーバンガード工法

阿
久
津　

町
内
の
山
ゆ

り
が
か
な
り
減
少
し
て

い
る
が
、
保
護
す
る
考

え
は
。

町

長　

山
ゆ
り
の
減

少
は
イ
ノ
シ
シ
等
が
原

因
と
考
え
る
。
町
の
花

で
あ
り
、
保
護
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ホ
ロ
ル
の
湯
・
キ
ャ
ン

プ
場
・
公
園
な
ど
公
共

施
設
の
敷
地
で
管
理
す

る
方
法
で
対
策
し
た
い
。

阿
久
津　

ど
の
よ
う
な

方
法
で
考
え
て
い
る
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

生
態

系
も
考
え
、
種
か
ら
か

球
根
か
調
査
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
自
治

会
・
子
供
会
等
で
も
実

施
し
た
い
。

町の花　山ゆり

町
の
花
、
山
ゆ
り
に
つ
い
て

《
町
長
》

公
共
施
設
の
敷
地
で
管
理
す
る
方
法
を
検
討

山
林
整
備
に
つ
い
て

《
町
長
》

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
里
山
整
備
を
行
う
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三
み  む ら

村　孝
た か  の ぶ

信　議員

変異ウイルス「デルタ」株のまん延で感染拡大に歯
止めがかからない状況だが小・中学校での対応は

こちらから
動画が視聴できます

三

村　

小
・
中
学
校

に
お
け
る
感
染
対
策

は
。

教
育
長　

発
熱
、
か
ぜ

の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
登
校
を
控

え
、
各
教
室
に
空
気
清

浄
機
を
設
置
し
た
。
教

職
員
の
９
割
以
上
が
２

回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
了
し
、
中
学
生
も
82

％
が
終
了
し
て
い
る
。

三

村　

感
染
者
が
で

た
場
合
の
対
応
は
。

教
育
長　

保
健
所
の
指

示
に
よ
り
自
宅
療
養
、

療
養
施
設
、
入
院
等
の

措
置
が
取
ら
れ
る
。

三

村　

自
宅
療
養
の

場
合
は
、
親
も
20
日
程

度
仕
事
を
休
む
必
要
に

せ
ま
ら
れ
る
。
パ
ー
ト

等
非
正
規
社
員
に
と
っ

て
は
、
死
活
問
題
だ
。

対
策
を
町
に
望
む
。

三

村　

次
に
各
学
校

に
配
布
さ
れ
る
「
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
」
の
使
い

方
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

小
中

学
校
に
60
個
の
キ
ッ
ト

が
配
布
さ
れ
る
。
原

則
、
教
職
員
の
体
調
不

良
時
に
使
用
す
る
。

　

生
徒
に
関
し
て
は
、

４
年
生
以
上
に
つ
い
て

保
護
者
の
同
意
の
上
、

使
用
す
る
こ
と
も
あ

る
。

三

村　

こ
の
検
査
は

誰
が
す
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

研
修

を
受
け
た
教
職
員
が
立

ち
会
い
、
本
人
が
検
査

を
す
る
。

三

村　

こ
の
検
査
で

陽
性
に
な
っ
た
場
合

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

医
療

機
関
を
受
診
し
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
る
。

三

村　

本
町
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

端
末
の
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
設
定
、
ア

プ
リ
の
利
用
契
約
、
保

険
加
入
等
を
本
年
６
月

ま
で
に
完
了
し
た
。
６

月
か
ら
７
月
は
、
講
師

を
招
い
て
の
教
職
員
の

研
修
を
実
施
し
た
。
９

月
１
日
に
全
生
徒
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
。

　

今
後
は
、
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
の
導
入
を
検
討
し
た

い
。

三

村　

リ
モ
ー
ト
授

業
で
学
力
を
伸
ば
す
た

め
に
は
、
家
庭
に
お
け

る
通
信
環
境
が
大
事
だ

と
思
う
が
、
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ

を
含
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
、

小
中
学
生
の
い
る
家
庭

に
調
査
を
し
た
。
回
収

率
93
・
１
％
で
、
92
％

の
家
庭
で
整
備
さ
れ
て

い
る
。
残
り
の
８
％
の

う
ち
５
％
は
今
年
度
中

に
整
備
可
能
だ
。
３
％

が
整
備
の
予
定
が
た
た

な
い
状
況
だ
。

三

村　

町
は
ど
う
い

っ
た
手
を
、
差
し
伸
べ

る
の
か
。

町

長　

ル
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
な
ど
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。

三

村　

オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
充
実
に
は
、
教

師
の
研
修
に
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導

員
を
１
名
導
入
し
、
各

学
校
を
訪
問
指
導
し
て

い
る
。

《教育長》	 中学生のワクチン接種は82％
が終了

そ
の
他
の
質
問

・
行
政
の
施
工
業
者
へ
の
指
導
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

９
月
１
日
に
全
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
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杉
す ぎ

山
や ま

　　清
きよし

　議員

《町　長》	 健全性を維持していると認
識している

町の財政状況について

こちらから
動画が視聴できます

杉

山　

町
の
将
来
が

不
安
、
今
の
町
政
運
営

で
は
５
年
で
危
機
的
な

財
政
状
況
に
と
の
意
見

も
あ
る
が
、
交
付
金
、

基
金
、
公
債
費
の
相
違

を
含
め
町
長
の
所
見

は
。

町

長　

交
付
税
は
横

ば
い
な
い
し
増
加
に
転

じ
て
い
る
。
町
の
政

策
、
努
力
に
よ
っ
て
増

減
す
る
。
基
金
総
額
は

10
年
ぐ
ら
い
横
ば
い
、

大
き
く
増
減
せ
ず
進
ん

で
い
る
。
公
債
費
に
つ

い
て
は
、
実
質
公
債
費

率
が
国
の
健
全
化
基
準

を
は
る
か
に
下
回
る
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。

杉

山　

今
後
の
将
来

負
担
比
率
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町

長　

将
来
負
担
比

率
は
今
年
よ
り
下
が
っ

て
い
く
見
通
し
で
あ
る
。

杉

山　

石
塚
那
珂

西
、
粟
上
圷
間
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町

長　

石
塚
那
珂
西

間
4.3
キ
ロ
区
間
は
、
県

へ
の
早
期
事
業
化
を
要

望
し
、
粟
上
圷
間
1.3
キ

ロ
は
用
地
買
収
に
着
手

し
て
お
り
、
県
と
協
力

体
制
を
図
っ
て
い
く
。

杉

山　

新
道
川
工
事

状
況
に
つ
い
て
、
桂

川
、
江
川
洪
水
対
策
を

含
め
進
捗
を
伺
う
。

町

長　

新
道
川
の
上

流
下
流
部
も
必
要
な
箇

所
が
あ
れ
ば
、
今
後
も

継
続
し
て
整
備
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

杉

山　

根
固
屋
橋
改

修
に
つ
い
て
は
、
再
三

再
四
質
問
し
て
き
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年

間
延
長
と
な
っ
た
、
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
債
を
利
用
し
早
急

な
対
応
を
。

町

長　

根
固
屋
橋
の

改
修
は
、
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
債
の

活
用
に
よ
り
、
実
現
す

る
よ
う
要
望
活
動
を
さ

ら
に
行
っ
て
い
く
。

杉

山　

千
代
橋
上
流

左
岸
の
無
堤
防
部
分
の

対
策
事
業
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
を
伺
う
。

町

長　

国
は
那
珂
川

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
策
定
し
、
無

堤
防
３
０
０
メ
ー
ト
ル

に
越
水
防
止
対
策
と
し

て
堤
防
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
る
。

杉

山　

圷
地
区
は
、

一
昨
年
の
台
風
19
号
で

は
避
難
困
難
区
域
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
旧
圷

小
学
校
に
避
難
所
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
。

町

長　

旧
圷
小
学
校

の
敷
地
も
、
土
砂
災
害

等
の
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
地
区
で
自

主
防
災
組
織
を
立
ち
あ

げ
防
災
機
能
を
強
化
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
る
。

根固屋橋（上圷）

千代橋上流左岸

国
道
１
２
３
号
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て

《
町
長
》
県
と
協
力

体
制
を
図
っ
て
い
く

水
害
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》
継
続
し
て
整
備
を
行
う

避
難
所
開
設
に
つ
い
て

《
町
長
》

旧
圷
小
学
校
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る



しろさと議会だより　№6823
2021年11月

小
こ あ く つ

圷　　孝
たかし

　議員

公共事業の残土について

こちらから
動画が視聴できます

小

圷　

環
境
セ
ン
タ

ー
建
設
工
事
で
発
生
し

た
残
土
は
、
ど
う
処
分

し
た
の
か
。

町
民
課
長　

水
戸
市
白
梅

町
と
河
和
田
町
に
処
分

し
た
。

小

圷　

処
分
先
の
２

箇
所
の
現
地
を
調
査
し

て
き
た
が
、
環
境
セ
ン

タ
ー
で
発
生
し
た
と
思

わ
れ
る
赤
土
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。

　

処
分
先
の
場
所
に
は

病
院
が
建
設
さ
れ
て
お

り
、
処
分
時
期
と
病
院

の
工
事
期
間
に
相
違
が

あ
る
が
。

町
民
課
長　

残
土
処
分
の

処
理
追
跡
に
お
い
て
、

監
督
員
の
立
会
い
や
管

理
写
真
が
な
い
の
は
事

実
で
あ
り
、
再
度
調
査

し
た
い
。

小

圷　

町
内
の
業
者

は
公
共
事
業
の
残
土
処

分
を
、
町
の
厳
し
い
管

理
の
下
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
残
土
は
、
建
設

業
者
に
売
れ
る
よ
う
な

小

圷　

国
道
１
２
３

号
、
那
珂
西
法
幢
院
坂

の
が
け
の
工
事
は
、
急

傾
斜
地
崩
壊
事
業
対
策

で
対
応
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　

そ
の

事
業
は
、
国
県
事
業
な

の
で
、
県
に
対
し
働
き

掛
け
た
い
。

小

圷　

避
難
路
や
階

段
の
設
置
は
ど
う
か
。

町

長　

地
元
の
意

見
、
担
当
課
と
も
調
整

し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

小

圷　

合
併
15
年
が

経
過
し
た
が
、
合
併
特

例
債
に
つ
い
て
教
え
て

欲
し
い
。

財
務
課
長
補
佐　

事
業

費
の
95
％
ま
で
充
当
可

能
で
、
返
済
す
る
元
利

償
還
金
の
７
割
が
普
通

交
付
税
に
よ
り
措
置
さ

れ
る
有
利
な
も
の
で
あ

る
。

小

圷　

合
併
後
10
年

間
は
48
億
円
の
地
方
交

付
金
が
来
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
約
40
億
円
し

か
来
て
い
な
い
。
町
長

就
任
時
、
８
億
円
だ
っ

た
合
併
特
例
債
に
よ
る

借
入
が
現
在
約
65
億
円

に
も
な
っ
て
い
る
の
に

地
方
交
付
金
は
40
億
円

の
ま
ま
で
あ
る
。
合
併

特
例
債
は
交
付
金
の
算

定
の
計
算
式
に
入
れ
る

こ
と
は
出
来
る
が
、
実

際
は
交
付
金
と
し
て
戻

っ
て
来
て
い
な
い
。

　

笠
間
市
の
よ
う
に
、

自
信
を
も
っ
て
合
併
特

例
債
事
業
の
実
績
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

べ
き
で
あ
る
。

《町民課長》	再度調査したい

小

圷　

総
計
予
算
主

義
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

財
務
課
長
補
佐　

一
会

計
年
度
に
お
け
る
収
入

支
出
は
、
す
べ
て
予
算

に
計
上
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
大
原
則

で
あ
る
。

小

圷　

ア
ツ
マ
ー
レ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

の
使
用
料
１
０
０
万
円

と
指
導
料
１
０
０
万
円

を
相
殺
し
て
い
る
の
は

原
則
に
反
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長

調
査
、

対
応
す
る
。

総
計
予
算
主
義
の
原
則
に
つ
い
て

《
財
務
課
長
補
佐
》

一
会
計
年
度
の
収
入
と
支
出
は
全
て
予
算
に
計
上
す
る

土
砂
災
害
に
つ
い
て

《
都
市
建
設
課
長
》

県
に
対
し
働
き
掛
け
た
い

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

《
財
務
課
長
補
佐
》

事
業
費
の
95
％
ま
で
充
当
可
能

アツマーレ

良
い
土
で
あ
り
、
そ
の

土
を
適
正
に
処
分
し
た

こ
と
の
確
認
が
出
来
な

け
れ
ば
、
費
用
の
一
部

返
還
も
考
え
て
頂
き
た

い
。
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追跡調査・編集後記

　

近
年
異
常
な
豪
雨
、
干
ば
つ
、

海
面
上
昇
等
地
球
規
模
の
気
候

危
機
状
態
が
ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

地
球
温
暖
化
が
原
因
で
、
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
融
解
、
米

国
で
は
６
～
８
月
の
短
期
間
で
国

民
の
３
人
に
１
人
が
気
候
災
害
を

経
験
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
昨
年
の
城
里
町
を
襲
っ
た

台
風
19
号
の
水
害
も
、
気
候
変
動

と
関
係
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
い
の
ち
に
関
わ
る
非
常
事

態
に
、
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を

止
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
自
然
と
共
生
す
る
社
会

に
む
け
、
い
ま
私
た
ち
の
身
の
回

り
か
ら
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

私
た
ち
は
後
世
に
向
け
て
何
が
で

き
る
か
、
孫
た
ち
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
小
さ
な
行
動
で
も

大
き
な
一
歩
に
繋
が
る
こ
と
を
信

じ
、
声
を
出
し
て
い
き
た
い
。
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

立ち入り調査を実施した

七会地区大網のペット霊園のその後
について	 （令和元年９月）

ペット霊園事業は停止している

通行止めは近隣の常陸大宮市と笠間市の同
意が必要であり、土砂の指導を行うのに違
反の根拠等を精査中である。井戸水検査は
実施する。

ビーフラインの大型車通行止めや、町外の
土砂を持ち込ませないようにするとともに、
大網地区の井戸水検査はできないか。

井戸水検査の結果、水質は適正であった。
令和２年12月に大網地区のペット霊園事業
者から提訴され民事訴訟の裁判中で、町に
対する損害賠償請求額は約１億6,000万円で
ある。令和４年度末までには、土浦地方裁
判所において裁判の判決がある。

申請から認定まで50日要している

要介護認定日数の短縮について
（令和元年９月）

30日以内で認定まで対応している

国の指針は30日以内となっているため、職
員の残業で対応する。

要介護者認定審査（介護保険サービスの申
請から認定まで）には現在どのくらいの日
数がかかっているのか。

課職員全員で認定調査を行い、申請から認
定までの遅延を解消した。今後、申請は増
えていくと予想されるので、引き続き認定
までの期間をできるだけ短縮するよう努め
ていく。


